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理科教育における 「生成的学習モデル」 と 0PPA- 中学校 1 年生単元 「植物の世界」 を事例と して一

中 島 雅 子* 山 田 理 恵** 松 本 伸 示*** 

本稿では, 一枚ポート フォリオ評価法 ( 0PPA : One Page Portfolio Assessment, 以下 0PPA と表記) の導入による 「生

成的学習モデル (generative learning model)」 に基づ く理科授業の成立とその効果を , 中学 1 年生を対象に検証した。 そ

の結果, OPPA の機能が 「生成的学習モデル」 を基づく授業論で重視すべき点と関係しているこ とがわかった。 それは, 

次の 5点であった。 第 1 に, 「 メ タ認知」 が育成されるこ と。 第 2 に, これにより , 学習者が 「学ぶ意味」 や 「学ぶ必然

性」 の感得を可能にするこ と。 第 3 に, 学習者自身による 「反省的思考」 を促すこ と。 第 4 に, 「構成主義」 に基づく概

念の形成過程という視点を重視していること。 第 5 に, これらを可能にしたのは, OPPA の 「概念の形成過程の可視化」

によることである。 以上より , 授業に 0PPA を導入することで、 「生成的学習モデル」 に基づく授業が成立することがわ

かった。 さ らに, それは中学生に好意的に受け入れられるこ とで , 有効に機能するこ とがあきらかになった。 
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1 はじめに

本研究は, 一枚ポート フ ォリ オ評価法 ( 0PPA : One 
Page Portfolio Assessment, 以下 0PPA と表記) の導入
による 「生成的学習モデル (generative learning model)」
に基づく理科授業の成立とその効果を検討しよう とする

ものである。

こ れまで , オズボー ン (Roger Osbome) らによ る
「生成的学習モデル」 ' を中心に, 「構成主義 (constructi- 
vism) 」 に基づ く 概念の形成過程という視点から授業論
を検討してきた2。 その結果, 授業論で重視すべき点と
して, 次の3 つを導出した。
第 1 に, 授業における 「メ タ認知」 の育成である。 第

2 に, これにより , 授業において 「学ぶ意味」 や 「学ぶ
必然性」 を学習者が感得するこ とが可能になると考えら

れるこ とである。 第 3 に, 授業において, 学習者自身に
よる 「反省的思考」 を促すことである。 これらは, オズ
ボー ンらの 「メ タ認知」 を重視した学習論によるもので

あり , それは, 学習者の概念の形成過程を重視するこ と
でなされた。

では, これら を具体化するにはどのよう な授業を行え
ばよいのだろう か。 本研究では 0PPA に着目した。 そ
の理由は次の通りである。

OPPA は 「構成主義」 的な学習観3 に基づき開発され
た自己評価法である。 これまでの報告により メ タ認知の

育成に有効と されている 4。 さ らに , これにより , 学習
者が 「なぜ理科を学ぶのか」 といった理科を 「学ぶ意味」

や, 「理科を学ばねば」 といった 「学ぶ必然性」 , さらに
は, 「やればできる」 といった 「自己効力感」 の感得を
促すこ とが報告されている 5。 したがって , 「生成的学
習モデル」 に基づく授業を実施する上で , OPPAは大き
な役割を果たす可能性があると考えた。

OPPA を導入した授業については, 多 く の先行研究が
あ るが 6 , 「生成的学習モデル」 との関係を検討したも

のはこ れまでにはない。 
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2 目 的
本研究の日的は, 「生成的学習モデル」 の具体化とそ

の効果を明らかにするこ とである。 そのために, 次の 4 
点を検討する。

( 1 ) 中学 1 年生の単元 「植物の世界」 において, 0PP
シート を作成し , 生徒の学習前 ・ 中 ・ 後の概念を類型
化する。

( 2 ) 0PPA に関する感想を生徒に記述させ, それら類
型化する。

( 3 ) これらより , OPPAの効果を検討する。
( 4 ) ( 3 ) で明らかになった効果と 「生成的学習モデ
ル」 との関連性を明らかにし , 授業に 0PPA を導入
するこ とで , 「生成的学習モデル」 に基づく授業が成
立するかどうかを検討する。

( 6 ) 最後に, それは, 実際の中学校現場で有効に働く
のかについて明らかにする。 

3 方 法
本研究では, 0PP シートの記述と 0PP シートに関す
る生徒の感想を基に, 概念の形成過程という視点を中心
に分析を行う。 具体的な方法は次の通りである。

( 1 ) 0PP シート (図 1 ) を作成し , 中学 1年生に記
録させる。 生徒は, 授業の前後に同じ問いかけ (本質
的な問い) 7 に関する記述を行う。 また, 毎時間, 授
業終了時に 「今日の授業で一番重要だと思ったこと」

および 「疑問点と感想」 を記入する。

単元の終了時には, 記述の全体を通して, 「この単
元の学習を通して自分が変わったか, 変わらないか,
変わったと したら何が変わったのか」 について記入す

る。 

*兵庫教育大学大学院博士課程 * *南アルプス市立白根巨摩中学校
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